
消費者物価指数・補遺

2.6 消費者物価指数

加重算術平均・加重幾何平均・加重調和平均 データ x1, x2, . . . , xn に重み
w1, w2, . . . , wn を付けた平均を求める。ただし，重みはすべて正数とする。加重
算術平均Aは次のものである。

A =
x1w1 + x2w2 + · · ·+ xnwn
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加重幾何平均Gは次のものである。

G = w1+w2+···+wn
√
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加重調和平均Hは次のものである。−1乗は逆数を表す。
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特に，重みがすべて等しい（w1 = w2 = · · · = wn）ときは，通常の算術平均，幾
何平均，調和平均と同じになる。

A =
x1 + x2 + · · ·+ xn

n
, G = n

√
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1
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+ 1
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+ · · ·+ 1
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ラスパイレス指数（Laspeyres price index） 消費者物価指数とは，消費者が購
入する商品の小売価格の変動を表す指数のことである。基準年の物価を 100%とし
て，比較年の物価を指数で表す。ラスパイレス指数，パーシェ指数，フィッシャー
指数について述べる。
基準時を 0，比較時を tとし，各品目 iについての，基準時の価格を pi0，購入数
量を qi0，比較時の価格を pit，購入数量を qitとするとき，ラスパイレス指数Lは
次の式で定義される。

L =

∑
i

pitqi0∑
i

pi0qi0

ここで価格比を xi = pit/pi0，基準時の購入額を ui = pi0qi0とおくと，Lは価格比
xiの購入額 uiを重みとする加重算術平均になっている。

L =

∑
(pit/pi0)× pi0qi0∑

pi0qi0
=

∑
xiui∑
ui
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パーシェ指数（Paasche price index） パーシェ指数P は次の式で定義される。

P =

∑
i

pitqit∑
i

pi0qit

価格比を xi = pit/pi0，比較時の購入額を vi = pitqitとおくと，P は価格比 xiの購
入額 viを重みとする加重調和平均になっている。

P =

∑
pitqit∑

(pi0/pit)× pitqit
=

∑
vi∑

x−1
i vi

=

(∑
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i vi∑
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)−1

フィッシャー指数（Fisher price index） ラスパイレス指数，パーシェ指数の
幾何平均（重み付きでない通常の幾何平均）をフィッシャー指数という。

F =
√
LP =

√∑
pitqi0∑
pi0qi0

×
∑

pitqit∑
pi0qit
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